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大阪府社会福祉協議会の協力を得て，対象となる保育園を抽出した。調査期間は平成 26 年 2 月で





















調査票の回収は 21 園 96 票，回収率は 80.0％であった。 
調査票から得られた記録単位は，子どもの様子が 375 単位，保護者の様子が 300 単位，その他が
32 単位であった。具体的な記録単位は，子どもの様子が 203 単位，保護者の様子が 165 単位，その 
他が 30 単位であった。その他については，子どもの様子（10 単位），保護者の様子（20 単位）のい





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊本論文は，日本保育学会第 69 回大会（2016 年 5 月，東京学芸大学）の口頭発表「保育所における生活課題を抱える
保護者への支援（5）」の原稿を加筆修正したものである。 
＊本論文は，科学研究費補助金（基盤研究 C 研究課題：保育所における生活困難の早期発見・早期対応と保育所の組





















間でおおよそ 15 回(15 回×3 時間＝45 時間)程度である。 
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